
  

     調査人数  小学６年生 ９６３名、中学３年生 １,００９名 

（１）教科に関する調査結果 

正答率一覧（単位％） （「正答率」は、満点を 100点としたときの「点数」と同じです。） 

校種 教科 年度 
全国 

平均 

県 

平均 

県平均 

仙台市除く 

石巻市 

平均 

全国と 

市の差 

仙台市を除い

た県との差 

小
学
校 

国語 
Ｒ４ ６６ ６４ ６２ ６２ －４ ０ 

Ｒ３ ６５ ６３ ６２ ６０ －５ －２ 

算数 
Ｒ４ ６３ ６０ ５８ ５７ －６ －１ 

Ｒ３ ７０ ６８ ６６ ６４ －６ －２ 

理科 
Ｒ４ ６３ ６１ ６０ ５９ －４ －１ 

Ｈ３０ ６０ ５９ ５７ ５５ －５ －２ 

中
学
校 

国語 
Ｒ４ ６９ ６９ ６８ ６６ －３ －２ 

Ｒ３ ６５ ６５ ６３ ６３ －２ ０ 

数学 
Ｒ４ ５１ ４９ ４５ ４４ －７ －１ 

Ｒ３ ５７ ５５ ５２ ５０ －７ －２ 

理科 
Ｒ４ ４９ ５０ ４７ ４５ －４ －２ 

Ｈ３０ ６６ ６７ ６４ ６２ －４ －２ 

注１）全国、県共に公立学校の平均です。 

注２）県平均、石巻市平均は、整数値で示されており、全国平均の数値は、小数第１位を四捨五入 

したものです。 

 

（２）教科に関する調査結果から 

・小学校国語が宮城県平均と同等であることを除いては、小・中学校とも宮城県及び全国の平均を

下回る結果だった。 

・小学校算数・中学校数学の乖離が令和３年度同様大きいという課題はあるが、宮城県との乖離が

減少している傾向がある。 

・観点別・領域別に見ると、国語では小学校・中学校共に「知識及び技能」の観点について評価が

高い。算数・数学では、「思考・判断・表現」や「記述式」において、小学校段階で既に乖離が大

きく、中学校でも改善が見られないことから、小学校低学年からのつまずき解消の必要性を感じ

る。また、理科に関しても課題がある観点や領域が多く、中学校では特に記述式の乖離が大きい

ことから、身に付けた知識を使って、考えたことを表現する記述の指導が理科でも必要であると

考える。 

・算数・数学、小学校理科において、全国平均から１０ポイント以上乖離がある問題があった。 

 

  

令和４年度 全国学力・学習状況調査結果から読み取れる、 

児童生徒や学校の状況 



＜全国平均を１０ポイント以上下回った問題＞ 

小学校算数  

示されたプログラムについて、正三角形をかくことができる正しいプログラムに書き直す。  

※正三角形の意味や性質をもとに、回転の大きさとしての角の大きさに着目し、正三角形の構成の 

仕方について考察し、記述する力が問われている。              

 

中学校数学 

２つの偶数の和がどのような場合に４の倍数になるか説明を完成する。  

※目的に応じて式を変形したりその意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明する力が 

問われている。 

  



（２）学校質問紙調査から          ○：成果  △：課題 

 ①学習意欲の向上について 

  ○小・中学校ともに一人一人の良い点や可能性を見付け、伝えるなど、積極的に評価している。 

○各学校において将来就きたい職業や夢に関する指導を行っている。 

 ②授業改善について 

○近隣の小・中学校と授業研究行うなど合同で研修を行っている。 

△学級やグループでの話合いなどの活動は取り入れているが、児童生徒が自分の考えを深めたり 

広げたりすることまでには至っていない。 

 ③基本的生活習慣の確立について 

○小・中学校ともに、家庭学習の方法について具体例を挙げながら指導している。 

○△児童生徒一人一人に配備されたタブレット端末の家庭利用率は、発達段階等によって差が見ら

れる。 

 

（３）児童生徒質問紙調査から        ○：成果  △：課題 

 ①学習意欲の向上について 

○「将来の目標や夢をもっている」と肯定的に回答している割合は、小・中学生ともに全国値を上

回った。 

  ○「先生は、あなたのよいところを認めてくれている」と思っている割合は小・中学生とも９０％ 

を超えており、全国値を上回った。 

  △「自分にはよいところがある」と思っている割合は、小・中学生ともに全国値を下回った。 

 ②授業改善について 

○学習の中で、ＰＣやタブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは、勉強の役に立つと感じている小 

中学生が９５％を超えている。 

○△「授業の内容はよく分かる」について、小・中学校ともに国語においては全国値を上回るが、

算数・数学においては小学校で全国値を下回る。 

 ③基本的生活習慣の確立について 

○△「朝食を毎日食べている」「毎日同じくらいの時刻に寝ている・起きている」と回答した割合は、

小・中学生ともに、ほぼ全国平均並みである。 

○△「家で計画を立てて学習している」と回答した割合は、小・中学生ともに高い値となったが、「平

日に 1日当たり小学生で 1時間以上、中学生で２時間以上勉強している」学習時間において

中学生は全国値を下回っている。 

  △「平日に１日当たり２時間以上テレビゲームをしている」と回答した割合は小・中学生ともに全 

国値を超えている。 

  △「平日に１０分以上読書をする」と回答した割合は特に小学生はわずかながら全国値を超えてい 

るが、中学生は全国値を下回っている。 

 

 

  



  

 

  石巻市教育委員会では、石巻市学力向上プランを策定し、学校・家庭・地域が一体となって学力向

上対策に力を入れている。 

  今後も、学力向上推進委員及び市内全小・中学校の教職員や保護者と課題意識の共有を図りながら、

学力向上に向けた教育活動の改善と充実を目指していくとともに、以下の点について力を入れていく。 

（1）学習意欲の向上 

  児童生徒の学習状況に関する調査結果から、学習に関する意欲はあるものの、家庭での学習習慣

の定着や、学習の成果には結びついていない。教師による支援に関しても全国平均を上回っている

が、一方で自己肯定感が低い。学習意欲が結果や望ましい生活習慣に結び付くよう、 

①学校全体で行う全国学力・学習状況調査の結果分析 

②結果分析に基づくＰＤＣＡサイクルの児童生徒・保護者との共有 

③弱点克服や全体の底上げに向けたタブレットドリルの活用 

の３点を推進する。 

(2)授業力の向上 

  ＩＣТ機器の活用は進んでいるが、「授業はよく分かる」と答えている児童生徒の割合と、全国学

力・学習状況調査の結果が結び付いていない。協同学習を効果的に進めるための、人間関係づくり 

等の学びの土台づくりに関する取組を継続していくとともに、全国学力・学習状況調査の問題分析

や結果分析をもとにした授業改善に学校全体で取り組む。また学力向上重点支援事業地区や教科等

指導員の取組を他の学校へ水平展開していくとともに、指導力向上研修等を開催し、各校の実態に

応じた学習指導の改善を進める。 

(3)基本的な生活習慣の確立 

  昨年度同様、家庭でのコンピューターゲーム（携帯のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使っ

たゲームも含む）を１日２時間以上している児童生徒の数が全国平均を上回り、家庭学習の時間と

読書の時間に関しては、中学校で全国平均を下回った。保護者面談による、学力に関する情報共有

だけでなく、生活習慣に関しても家庭との連携を図る。また、各小・中学校の取組の中で、読書の

推進や家庭連携に関する好事例を他の学校へ水平展開し、まずは中学校区ごとに小中連携で基本的

な生活習慣の確立を進めていく。 

 

令和４年度全国学力・学習状況調査結果・分析に基づき、「石巻市の学力向上」を展開

する中で、下記の取組を推進する。 


